
          

            

    

    

 

「

地

域

討

論

集

会

」

の

冒

頭

、

大

和

田

議

長

が

あ

い

さ

つ

、

２

０

１

９

春

季

生

活

闘 

争

の

必

勝

と

参

院

選

・

県

知 

              

                     
事

選

・

県

議

選

と

続

く

選

挙

闘

争

へ

の

結

集

を

呼

び

か

け 

ま

し

た

。 

続

い

て

、
連

合

岩

手
・
原

副 

          

 

事

務

局

長

か

ら

「

連

合

岩

手

２

０

１

９

春

季

生

活

闘

争

方

針

」
の

説

明

を

受

け

ま

し

た

。

２

０

１

９

春

季

生

活

闘

争

方 

針

の

基

本

的

な

考

え

方

と

し

て

、

月

例

賃

金

の

引

上

げ

に

こ

だ

わ

り

、

賃

上

げ

の

流

れ

を

継

続

・

定

着

さ

せ

る

取

り

組

み

を

行

う

。

と

り

わ

け

中

小

組

合

や

非

正

規

労

働

者

の

賃

金

の
「

底

上

げ
・
底

支

え

」

「

格

差

是

正

」

に

寄

与

す

る

取

り

組

み

の

実

効

性

を

高

め

る

た

め

に

も

、

働

き

方

に

見 

              

           

合

っ

た

賃

金

の

絶

対

値

に

こ

だ

わ

り

、

名

目

賃

金

の

到

達

目

標

の

実

現

と

最

低

到

達

水

準

の

確

保

、
す

な

わ

ち
「

賃

金

水

準

の

追

求

」

に

取

り

組

ん

で

行

く

と

い

う

考

え

方

を

説

明

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

引

き

続

き

、

大

槻

事

務

局

長

か

ら

「

２

０

１

９

政

策

制

度

要

請

」

に

つ

い

て

報

告

を

行

い

、

そ

の

後

、

松

坂

喜

史 

釜

石

市

議

、

菊

池

秀

明

釜

石

市

議

、

小

松

正

真

遠

野

市

議

の

順

に

議

会

活

動

報

告

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

さ

ら

に

、

構

成

組

織

の

課

題

に

つ

い

て

全

自

交

釜

石

支

部
・
今

野

徹

委

員

長

か

ら
「

ラ

イ

ド

シ

ェ

ア

導

入

阻

止

の

取

り

組

み

」
、
岩

教

組

南

リ

ア

ス

支

部

釜

石

大

槌

支

会

・

佐

々

木

修

一

書

記

長

か

ら

「

教

職

員

の

多

忙

化

解

消

に

向

け

た

取

り

組

み

」

の

報

告

を

い

た

だ

き

、

最

後

に

大

和

田

議

長

の

団

結

ガ

ン

バ

ロ

ウ

で

春

季

生

活

闘

争

勝

利

を

意

思

統

一

し

て

集

会

を

閉

じ

ま

し

た

。 

            

 
 

                         

 

「
２
０
１
９
地
域
討
論
集
会
」
を
開
催 

釜

石
・
遠

野

地

協

は

２

月

７

日
（

木

）
釜

石

情

報

交

流

セ

ン

タ

ー

で
「

２

０

１

９

春

季

生

活

闘

争 

釜

石
・
遠

野

地

協 
地

域

討

論

集

会

」
を

開

催

し

ま

し

た

。
集

会

に

は

組

合

員

約

５

０

名

が

参

加

、
春

季

生

活

闘

争

勝

利

を

意

思

統

一

し

ま

し

た

。
ま

た

、
議

会

活

動

報

告

に

は

松

坂

喜

史

釜

石

市

議

、
菊

池

秀

明

釜

石

市

議

、
小

松

正

真

遠

野

市

議

に

参

加

し

て

い

た

だ

き

、
公

務

に

よ

り

欠

席

し

た

小

野

共

県

議

か

ら

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

      

 

 

 
写 真 上 か ら 、大 和 田 議 長 、連 合 岩 手・原 副

事 務 局 長 、大 和 田 議 長 の 団 結 ガ ン バ ロ ウ 。 
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釜

石

・

遠

野

地

協

は

、
「

２

０

１

９

政

策

制

度

要

請

」

に

つ

い

て

、
２

月

４

日
（

月

）
に

釜

石

市

と

大

槌

町

と

意

見

交

換

を

行

い

ま

し

た

。 
釜

石

市

と

の

意

見

交

換

で

は

、
釜

石
・
遠

野

地

協

か

ら

高

橋

俊

幸

副

議

長

と

大

槻

事

務

局

長

が

出

席

、

ま

た

組

織

内

市

議

で

あ

る

松

坂

喜

史

市

議

と

菊

池

秀

明

市

議

に

も

同

席

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

釜

石

市

か

ら

は

、

野

田

市

長

、

山

崎

副

市

長

を

は

じ

め

関

係

部

課

長

に

ご

対

応

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

      

釜

石
・
遠

野

地

協

、
気

仙

地

協

は

岩

教

組

南

リ

ア

ス

支

部

と

と

も

に

、
２

月

１

日
（

金

）

に

大

船

渡

市

「

気

仙

教

育

会

館

」
で
「

第

２

回

教

職

員

の

多

忙

化

解

消

に

係

る

意

見

交

換

会

」

を

開

催

し

ま

し

た

。 

意

見

交

換

会

に

は

、

推

薦

議

員

の

う

ち

菊

池

秀

明

釜

石

市

議

、
東

堅

市

大

船

渡

市

議

、 

       

意

見

交

換

で

は

、

冒

頭

に

高

橋

副

議

長

が

あ

い

さ

つ

と

趣

旨

説

明

を

行

い

、

続

い

て

大

槻

事

務

局

長

か

ら

重

点

項

目

を

説

明

、
特

に

、
「

震

災

復

興

後

の

経

済

の

空

洞

化

へ

の

対

策

と

釜

援

隊

な

ど

外

部

人

材

が

成

果

を

あ

げ

て

い

る

取

り

組

み

の

継

続

」
「

子

ど

も

か

ら

高

齢

者

を

支

え

る

見

守

り

体

制

整

備

と

職

員

体

制

の

拡

充

」
「

教

職

員

の

多

忙

化

解

消

に

向

け

た

取

り

組

み

」

な

ど

に

つ

い

て

要

請

し

ま

し

た

。 
そ

の

後

、

野

田

市

長

が

あ

い

さ

つ

を

行

い

、

関

係

部

課

長 

      

菅

野

浩

正

住

田

町

議

が

出

席

、

昨

年

９

月

議

会

以

降

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

報

告

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

ま

た

、

岩

教

組

南

リ

ア

ス

支

部

か

ら

県

内

の

取

り

組

み

の

報

告

と

出

席

し

た

岩

教

組

組

合

員

か

ら

各

職

場

の

状

況

の

報

告

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

各

市

町

特

有

の

課

題

も

あ 

       

か

ら

回

答

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

特

に

も

野

田

市

長

か

ら

は

市

政

へ

の

意

見

反

映

の

た

め

今

後

も

意

見

交

換

を

行

い

た

い

と

の

決

意

も

示

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

大

槌

町

と

の

意

見

交

換

で

は

、

大

槻

事

務

局

長

の

み

の

対

応

と

な

り

ま

し

た

が

、

大

槌

町

か

ら

は

澤

舘

副

町

長

、

齋

藤

総

合

政

策

部

長

を

は

じ

め

と

す

る

関

係

職

員

に

ご

対

応

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

意

見

交

換

で

は

大

槻

事

務

局

長

か

ら

重

点

項

目

を

説

明

、

「

震

災

復

興

後

の

経

済

の

空 

      

り

ま

す

が

、
「

衛

生

委

員

会

の

設

置
・
機

能

化

」
、「

行

政

や

保

護

者

・

地

域

と

の

課

題

の

共

有

と

過

大

・

過

重

な

業

務

の

整

理

の

議

論

の

必

要

性

」

な

ど

一

定

の

方

向

性

を

確

認

で

き

ま

し

た

。 

次

回

は

９

月

議

会

前

後

に

開

催

し

、
解

決

に

向

け

議

論
・

取

り

組

み

を

進

め

ま

す

。 

       

洞

化

へ

の

対

策

と

人

口

減

少

対

策

」
「

公

契

約

条

例

制

定

」

「

教

職

員

の

多

忙

化

解

消

に

向

け

た

取

り

組

み

」

な

ど

に

つ

い

て

要

請

し

ま

し

た

。 

澤

舘

副

町

長

か

ら

は

要

請

内

容

ご

と

に

回

答

い

た

だ

く

と

と

も

に

、
「

教

職

員

の

多

忙

化

解

消

」

に

向

け

て

は

衛

生

委

員

会

の

設

置

と

機

能

化

に

つ

い

て

検

討

を

進

め

る

旨

の

回

答

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

釜

石
・
遠

野

地

協

は

、
引

き

続

き

各

構

成

組

織

か

ら

の

意

見

集

約

を

進

め

「

政

策

制

度

要

請

」

に

取

り

組

み

ま

す

。 
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